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子
育
て
支
援
や
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る

南
房
総
市
は
、
給
食
に
も
こ
だ
わ
り
を
も
っ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
南
房
総
市
に
、
給
食
用
の
炊
飯
セ

ン
タ
ー
が
完
成
し
ま
し
た
。
嶺
南
学
園
敷
地

内
に
建
設
さ
れ
、
令
和
５
年
４
月
か
ら
市
内

小
中
学
校
の
給
食
用
ご
飯
を
一
括
し
て
炊
飯

し
ま
す
。

炊
き
た
て
の
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
る

　
給
食
用
の
ご
飯
は
、
こ
れ
ま
で
業
者
委
託

し
て
い
ま
し
た
が
、
市
の
炊
飯
セ
ン
タ
ー
で

炊
飯
す
れ
ば
、
今
ま
で
よ
り
も
温
か
く
、
炊

き
た
て
を
提
供
で
き
ま
す
。

炊
飯
代
は
市
が
負
担

　
市
直
営
で
炊
飯
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
給
食
費
に
含
ま
れ
る
炊
飯
代
を
市

が
負
担
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。（
１
か
月
あ

た
り
６
２
０
円
／
人
）

　
こ
の
炊
飯
代
分
の
給
食
費
は
お
か
ず
な
ど

の
材
料
代
と
し
て
使
い
ま
す
の
で
よ
り
充
実

し
た
内
容
の
給
食
を
提
供
で
き
ま
す
。

炊飯センター完成！炊飯センター完成！
給食に炊きたてのご飯を給食に炊きたてのご飯を

衛
生
管
理
を
徹
底

　
新
し
い
炊
飯
セ
ン
タ
ー
に
は
、
細
菌
の
繁

殖
を
防
止
す
る
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム（
床
が
水
で

濡
れ
な
い
構
造
）、
国
際
的
に
認
め
ら
れ
た
衛

生
管
理
シ
ス
テ
ム（
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
）を
導
入
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
停
電
時
で
も
炊
飯
で
き
る
よ
う
自

家
用
発
電
設
備
も
設
置
し
ま
し
た
。

コ
ス
ト
削
減
×
安
全
で
お
い
し
い

コ
ス
ト
削
減
×
安
全
で
お
い
し
い

こ
だ
わ
り
の
ご
飯
給
食

こ
だ
わ
り
の
ご
飯
給
食

完
全
ご
飯
給
食

　
南
房
総
市
の
給
食
は
、
平
成
23
年
度
か
ら

週
5
日
ご
飯
が
主
食
で
す
。

　
米
は
１
０
０
％
南
房
総
市
産
で
、
農
薬
と

化
学
肥
料
を
半
分
以
下
に
減
ら
し
た「
ち
ば
エ

コ
農
産
物
」の
認
証
米
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

週
5
日
の
完
全
ご
飯
給
食
は
全
国
で
も
珍
し

い
取
り
組
み
で
す
。

　
他
の
食
材
も
で
き
る
だ
け
地
元
産
の
新
鮮

な
も
の
、
旬
の
も
の
を
使
用
し
、
特
産
品
の

鯨
肉
や
枇
杷
が
メ
ニ
ュ
ー
に
並
ぶ
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
給
食
で
郷
土
の
産
業
や
食
文
化
を
知
り
、

食
べ
物
へ
の
感
謝
や
故
郷
へ
の
誇
り
を
学
び
、

健
康
的
な
食
習
慣
を
身
に
着
け
る
食
育
と
し

て
の
取
り
組
み
で
も
あ
り
ま
す
。

※�「
ち
ば
エ
コ
農
産
物
」と
は
、
平
成
14
年
か

ら
千
葉
県
が
認
証
を
行
っ
て
い
る
農
産
物

で
す
。
通
常
栽
培
と
比
べ
、
化
学
合
成
農

薬
と
化
学
肥
料
の
使
用
を
半
分
以
下
に
減

ら
し
た
栽
培
産
地
で
栽
培
さ
れ
た
農
産
物

で
す
。
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な
ぜ
、
ご
飯
給
食
な
の
？

　

南
房
総
市
の
給
食
は
、
素
材
の
旨
味
や
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
し
た「
大
人
が
子
ど
も

に
食
べ
さ
せ
た
い
給
食
」で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
好
物
と
い
え
ば
、
ハ
ン

バ
ー
グ
や
唐
揚
げ
な
ど
、
油
や
塩
分
が
多
い

食
事
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
主
食
を
ご
飯
に

す
る
こ
と
で
、
油
の
少
な
い
和
食
中
心
の
献

立
を
提
供
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
和
食
の
基
本
で
あ
る「
だ
し
」を
使

用
し
、
塩
分
を
抑
え
て
も
お
い
し
い
、
旨
味

で
味
わ
う
給
食
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
、
子
ど
も

の
頃
か
ら
健
康
的
な
食
習
慣
を
身
に
着
け
て

も
ら
お
う
と
考
え
た
給
食
で
す
。

物
価
高
騰
の
影
響

　
昨
年
こ
ろ
か
ら
物
価
が
高
騰
し
、
保
護
者

に
ご
負
担
い
た
だ
い
て
い
る
給
食
費
で
は
、

今
ま
で
ど
お
り
の
質
の
高
い
給
食
を
提
供
す

る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
令
和
４
年
度
は
物
価
高
騰
分

に
あ
た
る
食
材
費
１
，
１
０
０
万
円
を
市
が

支
出
し
ま
し
た
。

お
い
し
い
給
食
を

お
な
か
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
ほ
し
い
か
ら

　
そ
の
他
に
も
小
学
５
年
生
か
ら
中
学
３
年

生
ま
で
の
ご
飯
を
10
％
増
量
す
る
た
め
に
２

７
０
万
円
、
地
元
産
の
食
材
を
導
入
す
る
た

め
の
地
産
地
消
推
進
の
補
助
金
４
３
０
万
円
、

あ
わ
せ
て
年
間
７
０
０
万
円
を
市
は
毎
年
度

支
出
し
て
い
ま
す
。

物
価
高
騰
で
も

給
食
費
は
値
上
げ
し
な
い
？

　
給
食
費
は
過
去
に
平
成
22
年
度
と
平
成
26

年
度
の
２
回
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。
今
後

も
食
材
や
資
材
、
光
熱
水
費
な
ど
の
価
格
高

騰
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
令
和
５
年
度

の
給
食
費
は
値
上
げ
し
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら

も
給
食
が
子
ど
も
た
ち
の
心
と
体
の
成
長
、

健
康
の
助
け
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

給
食
費（
1
か
月
当
た
り
）

　
小
学
生　
４
，
５
０
０
円
／
人

　
中
学
生　
５
，
２
０
０
円
／
人

※�

保
護
者
が
負
担
し
て
い
る
給
食
費
は
食
材

費
で
す
。
そ
の
他
の
給
食
に
係
る
光
熱
水

費
、
人
件
費
な
ど（
経
費
全
体
の
３
分
の

２
）を
市
が
負
担
し
ま
す
。

令
和
５
年
度
も
第
３
子
以
降
の

給
食
費
無
償
化

　
令
和
５
年
１
月
～
３
月
ま
で
実
施
し
た
第

３
子
以
降
の
給
食
費
無
償
化
に
つ
い
て
、
令

和
５
年
度
も
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。
扶
養

人
数
や
給
食
費
を
滞
納
し
て
い
な
い
な
ど
の

要
件
は
あ
り
ま
す
が
、
お
い
し
い
給
食
の
提

供
と
と
も
に
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま

す
。

　

　
教
育
総
務
課　

	

☎
46 

― 

２
９
６
１

　

市
の
建
設
工
事
、
測
量･

コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
物
品
の
購
入
、
業
務
委
託
の
入
札
に

参
加
す
る
に
は
、「
南
房
総
市
入
札
参
加
業

者
資
格
者
名
簿
」に
登
載
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　
市
の
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

随
時
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法

　
「
ち
ば
電
子
調
達
シ
ス
テ
ム
」か
ら
電
子
申

請
を
行
い
、
申
請
書
に
添
付
書
類
を
添
え

て
千
葉
県
電
子
自
治
体
共
同
運
営
協
議
会

（
共
同
受
付
窓
口
）へ
送
付
し
ま
す
。

　
申
請
方
法
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、「
ち

ば
電
子
調
達
シ
ス
テ
ム
」ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

申
請
書
類
提
出
先

　
〒
２
６
０ 

― 

０
８
５
５

　
千
葉
市
中
央
区
市
場
町
１
番
１
号　

　
千
葉
県
庁
南
庁
舎
２
階 

　

�

千
葉
県
電
子
自
治
体
共
同
運
営
協
議
会

（
共
同
受
付
窓
口
）

　
管
財
契
約
課　

	

☎ 

33 

― 

１
０
２
２

令
和
４・５
年
度　
入
札
参
加

令
和
４・５
年
度　
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請（
随
時
申
請
）

資
格
審
査
申
請（
随
時
申
請
）

申請受付期間 名簿登載予定日
令和 5年　4月　3日から 令和 5年　4月 17日まで 令和 5年　6月 1日
令和 5年　4月 18日から 令和 5年　5月 15日まで 令和 5年　7月 1日
令和 5年　5月 16日から 令和 5年　6月 15日まで 令和 5年　8月 1日
令和 5年　6月 16日から 令和 5年　7月 18日まで 令和 5年　9月 1日
令和 5年　7月 19日から 令和 5年　8月 15日まで 令和 5年 10月 1日
令和 5年　8月 16日から 令和 5年　9月 15日まで 令和 5年 11月 1日
令和 5年　9月 19日から 令和 5年 10月 16日まで 令和 5年 12月 1日
令和 5年 10月 17日から 令和 5年 11月 15日まで 令和 6年　1月 1日

名簿有効期間　名簿登載日から令和6年3月31日まで
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（
総
務
部
総
務
課
副
主
幹
）

▽�

子
ど
も
教
育
課
長　
込
山
浩
司（
市
民
生

活
部
市
民
課
和
田
地
域
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▽�

教
育
委
員
会
事
務
局
参
事　
国
本
和
昭

（
千
葉
県
）

▽�

子
ど
も
教
育
課
主
任
指
導
主
事

課
長
補

佐　
水
島
清
浩（
子
ど
も
教
育
課
主
任
指

導
主
事
）

▽�

子
ど
も
教
育
課
主
任
管
理
主
事　
佐
藤
進

（
千
葉
県
）

▽�

生
涯
学
習
課
長　
根
形
貴
洋（
市
民
生
活

部
消
防
防
災
課
長
）

■
３
月
31
日
付
退
職
者（
部
長
・
課
長
職
）

【
部
長
職
】

▽�

水
島
孝
夫（
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
次

長
）

【
課
長
職
】

▽
佐
野
弥
生（
総
務
部
秘
書
広
報
課
長
）

▽�

小
谷　
徹（
農
林
水
産
部
地
域
資
源
再
生

課
長
）

▽
早
川
義
明（
建
設
環
境
部
建
設
課
長
）

▽�
髙
橋
広
一（
建
設
環
境
部
環
境
保
全
課
千

倉
衛
生
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▽
山
野
井
和
弘（
富
山
国
保
病
院　
事
務
長
）

▽
安
田
道
明（
教
育
委
員
会
事
務
局
参
事
）

▽�

林　
明
正（
教
育
委
員
会
事
務
局
子
ど
も

教
育
課
主
任
管
理
主
事
課
長
補
佐
）

【
部
長
職
】

教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
次
長　

加
藤　

勉（
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
課
長
）

【
課
長
職
】

▼
総
務
部

▽�

秘
書
広
報
課
長　

平
嶋　
太（
保
健
福
祉

部
健
康
推
進
課
長
）

▽�

企
画
財
政
課（
安
房
郡
市
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
）主
幹　
三
上　
勝（
建
設
環
境

部
建
設
課
国
土
調
査
室
長

国
土
調
査
係

長
）

▽�

管
財
契
約
課
長　
畠
山
義
則（
市
民
生
活

部
市
民
課
三
芳
地
域
セ
ン
タ
ー
所
長
）

▼
保
健
福
祉
部

▽�

健
康
推
進
課
長　
小
野
正
樹（
市
民
生
活

部
保
険
年
金
課
長
）

▼
市
民
生
活
部

▽�

保
険
年
金
課
長　
庄
司
武
史（
教
育
委
員

会
事
務
局
教
育
総
務
課
長

内
房
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
所
長

外
房
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
所
長
）

▽�

消
防
防
災
課
長　
永
井
克
幸（
総
務
部
管

財
契
約
課
長
）

▼
農
林
水
産
部

▽�

地
域
資
源
再
生
課
長　
佐
野
章
人（
農
業

委
員
会
事
務
局
長
）

▼
商
工
観
光
部

▽�

商
工
課
長　
永
井
政
明（
議
会
事
務
局
副

主
幹

庶
務
係
長
）

▼
建
設
環
境
部

▽�
建
設
課
長　
鎌
田
振
郎（
商
工
観
光
部
商

工
課
長
）

▽�

環
境
保
全
課
千
倉
衛
生
セ
ン
タ
ー
所
長　

長
谷
川
鶴
人（
教
育
委
員
会
事
務
局
子
ど

も
教
育
課
長
）

▼
富
山
国
保
病
院

▽�

事
務
長　
渡
邉
か
お
り（
富
山
国
保
病
院

副
主
幹
）

▼
農
業
委
員
会
事
務
局

▽�

農
業
委
員
会
事
務
局
長　
宇
山
英
裕（
総

務
部
企
画
財
政
課（
安
房
郡
市
広
域
市
町

村
圏
事
務
組
合
）主
幹
）

▼
教
育
委
員
会
事
務
局

▽�

教
育
総
務
課
長

内
房
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
所
長

外
房
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所

長

炊
飯
セ
ン
タ
ー
所
長　

井
野
秀
文

職
員
人
事
異
動（
部
長
・
課
長
職
）

職
員
人
事
異
動（
部
長
・
課
長
職
）

４
月
１
日
付（　
）内
は
異
動
前

４
月
１
日
付（　
）内
は
異
動
前

　
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
10

号
お
よ
び
第
11
号
）が
３
月
の
市
議
会
定
例

会
で
可
決
さ
れ
、
一
般
会
計
予
算
総
額
は
、

２
６
７
億
５
，
１
２
８
万
２
千
円
と
な
り
ま

し
た
。
各
補
正
予
算
に
お
け
る
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算　
第
10
号

　
歳
入
と
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
２
，
２
６
２
万

円
を
追
加
補
正
し
ま
し
た
。

　

妊
娠
期
か
ら
出
産･

子
育
て
ま
で
一
貫
し

た
伴
走
型
支
援
の
充
実
を
図
り
、
妊
娠･

出

産
時
の
経
済
的
支
援
を
一
体
的
に
実
施
す
る

た
め
の
出
産･

子
育
て
応
援
給
付
金
支
給
事

業
の
実
施
に
必
要
な
経
費
を
追
加
補
正
し
た

も
の
で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算　
第
11
号

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
億
４
，
９
７
８
万

８
千
円
を
減
額
補
正
し
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
に
お
け
る
各
事
業
費
の
確

定
お
よ
び
精
算
見
込
に
よ
る
減
額
補
正
な
ど

が
主
な
も
の
で
す
。

　
令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算
額
は
、
２
６

０
億
７
，
５
０
０
万
円
で
す
。

　
主
な
事
業
内
容
に
つ
い
て
は
、
お
知
ら
せ

版
５
月
号
と
同
時
発
行
の「
こ
と
し
の
予
算
」

に
掲
載
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

　
企
画
財
政
課　

	

☎
33
―
１
０
０
１

令
和
令
和
44
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
が
可
決

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
が
可
決

令
和
５
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
が
可
決

令
和
５
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
が
可
決
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　市内で新規事業や雇用を創出する皆さまへ事業所
の新築、改修、備品購入、事業所の賃借などに係る
経費に対して予算の範囲内で補助金を交付します。

建物・設備費への補助
建物・設備費への補助

①起業家支援事業　―市内で起業しようとする場合―
対 象 者：起業の日から３年を経過しない個人、法人
補助金額：最大１００万円
★�加算額（以下に該当する場合、上記に加算します）
	 ・子育て世帯または39歳以下	 ＋20万円
	 ・安房郡市外から移住する子育て世帯	 ＋50万円
②市内進出支援事業
　�―�安房郡市外からの市内進出にあたり事業所を設置す

る場合－
対 象 者：�安房郡市外に本社などがあり、市内に初

めて事業所を設立する個人、法人
補助金額：最大２００万円（３人以上雇用する場合）
	 最大１００万円（雇用３人未満の場合）
③新分野参入支援事業
　―今までの事業から新しい事業へ転換する場合－
対 象 者：市内に本社などを置く個人、法人
補助金額：最大１００万円
★加算額（以下に該当する場合、上記に加算します）
	 ・市内の農水産物を活用する場合	 ＋20万円
　　例：食用菜花、房州びわ、アワビ、クジラなど
④ワーケーション等対応支援事業
　―ワーケーションなど対応の設備投資をする場合－
対 象 者：市内の宿泊事業者、不動産事業者（※１）
補助金額：最大１００万円
※１�　�細分類が｢貸事務所業、貸会議室業｣のものに

限る。
※２�　�南房総市観光協会が運営する｢ワーケーションシ

ティ南房総｣に登録されることが条件となります。
⑤事業高度化支援事業
　�―�建物、設備などの機能強化により生産性やサービスの
向上を図るもの―

対 象 者：市内に本社などを置く個人、法人
補助金額：最大１００万円

新たな仕事と雇用創出支援事業
　商工課　☎３３－１０９２

建物・設備投資や雇用創出に対し補助します

　

南
房
総
市
と
館
山
市
の
両
市
で
は
、｢

館

山
市･

南
房
総
市
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ

ン｣

に
基
づ
き
、
圏
域
内
の
商
工
業
の
振
興

を
図
る
た
め
、
千
葉
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
招
き
、
新
商
品
開
発
、
販

路
拡
大
、
起
業･

創
業
支
援
な
ど
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
す
る
中
小
企
業
支
援
総
合
窓
口
を
開

設
し
ま
す
。

開
設
日
時

　
毎
月
第
４
水
曜
日　
10
時
～
17
時

　
※
相
談
時
間
は
１
事
業
者
１
時
間

開
設
場
所

　
偶
数
月
：
南
房
総
市
役
所
本
庁
舎
別
館
１

　
（
南
房
総
市
富
浦
町
青
木
28
）

　
奇
数
月
：
渚
の
駅
た
て
や
ま

　
（
館
山
市
館
山
１
５
６
４ 

― 

１
）

４
月
の
開
設

　
４
月
26
日（
水
）　
10
時
～
16
時

　
南
房
総
市
役
所
本
庁
舎
別
館
1

※�

相
談
は
事
前
予
約
制
で
、
相
談
希
望
日
の

8
日
前
ま
で
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

相
談
者
が
少
な
い
場
合
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
相
談
と
な
り
ま
す
。

※�

今
後
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
各
月
の
広
報

み
な
み
ぼ
う
そ
う
お
知
ら
せ
版
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

　
商
工
課　
☎
33 

― 

１
０
９
２

中
小
企
業
支
援
総
合
窓
口
を
開
設

中
小
企
業
支
援
総
合
窓
口
を
開
設

⑥移動販売導入支援事業　令和５年度より追加メニュー
　―キッチンカーなどを用いた移動販売事業を行う場合―
対 象 者：市内に本社などを置く個人、法人
補助金額：最大１００万円
補助の対象となる業種
　次のいずれかの業種の事業を行おうとする事業者
対象事業①、②、③、⑤
　�製造業／情報通信業／卸売業、小売業／学術研
究、専門･技術サービス業／宿泊業、飲食サービス
業／生活関連サービス業、娯楽業
対象事業④
　�不動産、物品賃貸業のうち、細分類が／｢貸事務
所業、貸会議室業」のもの（ワーケーション等対応
支援事業のみ）
対象事業⑥
　飲食サービス業／小売業
補助の対象となる経費
対象事業①～⑤
　�事業所の新築、改修、取得にかかる経費／事業所
などの開設に係る設備･備品購入費など（消耗品費
および税の性質を有するものを除く）／事業所など
の賃借料（駐車場部分含む）
対象事業⑥
　�車両の取得や改造にかかる費用／車両で使用する
機械設備･備品購入費
補 助 率：補助対象経費の30％以内の額

建物・設備費への補助
雇用補助

⑦雇用創出支援事業
　起業家支援事業、市内進出支援事業、新分野参入
支援事業、ワーケーション等対応支援事業、移動販
売導入支援事業を実施した事業者が新規雇用または
配置転換により市内に住所を有する従業員を１年以
上雇用した場合
補助金額：最大	 300万円　　　
従業員１人あたり	 60万円（最大５人まで）
※�申請方法などについては、ホームページで掲載する申
請要領にてご確認ください。
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健康推進課健康推進課 36-115436-1154
総合検診（集団検診）

各種検診

１　年齢は、令和６年３月31日時点の年齢です。
２　既に検診の登録をしている人には、検診時期が近くなりましたら検診案内（受診票など）を送ります。
３　乳がん検診、子宮頸

けい

がん検診（施設）は、医療機関によって検診期間が変更になる場合があります。
４　子宮頸

けい

がん検診（検診車で実施する集団検診）は午前中に２地区を巡回することがあります。
５　次の人は健康推進課に連絡してください。
　　（１）がん検診、肝炎ウイルス検診、骨粗しょう症検診、成人歯科検診を希望する人で、登録申し込みをしていない人。
　　（２）子宮頸

けい

がん検診･乳がん検診の医療機関を変更したい人、子宮頸
けい

がん検診の車（集団）検診と施設検診を変更したい人。
　　（３）生活保護を受給している40歳以上の人で、健康診査（血液検査など）を希望する人。
　　（４）後期高齢者健康診査を希望する人で、昨年度未受診の人。
６　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、予告なく延期または中止になることがあります。

令和5年度 健診（検診）日程令和5年度 健診（検診）日程

  フレッシュ
健康診査 特定健康診査 後期高齢者

健康診査 胃がん検診 前立腺がん検診 肝炎ウイルス検診 　 肺がん検診・
　 結核検診

対象者
20～39歳の
南房総市国民健
康保険加入者

40～74歳の
南房総市国民健
康保険加入者

後期高齢者医療
制度加入者

（一部希望制）
40歳以上の
男女

50歳以上の
男性

過去に市の検診で
受けたことがない
40歳以上の男女

　40歳以上の男女・
　65歳以上の男女

料　金 600円 600円 無料 1,000円 400円 500円 無料
富　浦 とみうら元気倶楽部 　9／　5（火）・　6（水）・　7（木）
富　山 富山ふれあいスポーツセンター 　9／ 20（水）・21（木）・22（金）
三　芳 三芳保健福祉センター 10／　1（日）・　2（月）・　3（火）・　4（水）
白　浜 白浜コミュニティセンター 　8／ 22（火）・23（水）・24（木）
千　倉 千倉保健センター 　8／ 28（月）・29（火）・30（水）・31（木）・9／　1（金）・　2（土）
丸　山 丸山体育館 　9／ 26（火）・27（水）・28（木）
和　田 和田地域福祉センター「やすらぎ」 　9／ 12（火）・13（水）・14（木）
※検診車による巡回検診（肺がん検診･結核検診）は実施予定です。実施会場は広報みなみぼうそう８月号でお知らせします。
※�施設健診（フレッシュ健康診査･特定健康診査･後期高齢者健康診査）は8/1（火）～ 1/31（水）まで指定の各医療機関で実施しま
す（料金800円、後期高齢者は無料）。※別途、受診日時の予約が必要な健診（検診）があります。

  大腸がん検診 骨粗しょう症
検診

子宮頸
けい
がん検診 乳がん検診 成人歯科

検診集団検診（車） 施設検診 エコー マンモグラフィ

対象者 40歳以上
の男女

35･40･45  
50･55･60  

65･70歳の女性
20歳以上の女性 30～39歳

の女性
40歳以上
の女性

40･50･
60･70歳
の男女

料　金 300円 300円 1,000円 1,400円 700円 900円 900円

富　浦
とみうら元気倶楽部 事

前
に
申
し
込
ん
だ

医
療
機
関

事
前
に
申
し
込
ん
だ

医
療
機
関

指
定
さ
れ
た
医
療
機
関

６／19（月）
20（火）

10／５（木）
午前

６／21（水）
午前

富　山
富山ふれあいスポーツセンター

６／５（月）
６（火）

10／５（木）
午後

６／21（水）
午後

三　芳
三芳保健福祉センター

７／５（水）
６（木）

10／６（金）
午前

６／21（水）
午前 ◦

貴
家
医
院
・ 

清
川
医
院

◦
勝
山
ク
リ
ニ
ッ
ク 

◦
亀
田
ク
リ
ニ
ッ
ク 

◦
フ
ァ
ミ
ー
ル
産
院
た
て
や
ま

◦
亀
田
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
館
山

◦
安
房
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー

◦
安
房
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー

 

◦
亀
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

白　浜
白浜コミュニティセンター

６／７（水）
８（木）

10／６（金）
午後

６／28（水）
午後

千　倉
千倉保健センター

６／12（月）
13（火）

　　14（水）
10／17（火）
午前・午後

６／28（水）
午前

丸　山
丸山体育館

７／３（月）
４（火）

10／18（水）
午前

丸山地区では
実施いたしません

和　田
和田地域福祉センターやすらぎ 6/1（木）

～
2/29（木）

6/1（木）～1/31（水）
 

9/1（金）
～

12/28（木）
６／26（月）

27（火）
10／18（水）

午後
６／28（水）
午前
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令和５年度
対象者

今までに肺炎球菌予防接種（23価肺炎球菌莢膜ポリサッカライドワクチン）を受けたことが
ない人で、
①令和６年３月31日現在で65歳になる人（※１）
②令和６年３月31日現在で70歳、75歳、80歳、85歳、　90歳、95歳、100歳と
　なる人
③60歳以上65歳未満であって、心臓、腎臓、もしくは呼吸器の機能またはヒト
　免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害を有する人
　（ただし身体障害者手帳１級の人）

接種回数 １回

接種料金
○医療機関が定める予防接種料金から市が助成する１，５００円を引いた額を支払います。
〇市から送付された予診票を医療機関に持参しない場合は助成の対象となりません。
○生活保護世帯の人は、生活保護受給証明書を医療機関の窓口に提出した場合、自己負担
はありません。（証明書の発行は社会福祉課へ連絡してください。）

接種期間 令和５年４月１日から令和６年３月31日まで
接種場所 市が指定する医療機関（申し込み後に通知します）

令和５年度 高齢者 ･ 成人の予防接種 　健康推進課
　　☎36－1154

高齢者用肺炎球菌予防接種費用助成のお知らせについて

風
し
ん
の
抗
体
検
査･

風
し
ん

第
５
期
の
定
期
予
防
接
種

成
人
へ
の
風
し
ん
予
防
接
種
の
費

用
を
助
成
し
ま
す

　はじめて接種する肺炎球菌ワクチンの費用の一部を助成します。助成額は医療機関で接種する費用のう
ち１，５００円です。

※２

　
風
し
ん
の
予
防
接
種
の
機
会
が
な
か
っ

た
次
の
人
を
対
象
に
、
風
し
ん
抗
体
検

査
と
風
し
ん
第
５
期
の
定
期
予
防
接
種

を
令
和
６
年
度
ま
で
実
施
し
ま
す
。

対
象
者
／
昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭

和
54
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男

性受
け
方

①�

実
施
機
関
な
ど
で
風
し
ん
抗
体
検
査

を
受
け
ま
す
。

②�

抗
体
検
査
の
結
果
、
抗
体
が
低
い
場

合
は
、
予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

　

�（
い
ず
れ
の
場
合
も
、
ク
ー
ポ
ン
券
の

利
用
で
料
金
は
無
料
で
す
）

実
施
機
関

　
全
国
の
実
施
医
療
機
関
な
ど（
ク
ー
ポ

ン
券
が
使
え
る
実
施
機
関
は
厚
生
労
働

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。
抗

体
検
査
は
医
療
機
関
の
ほ
か
、
特
定
健

診
や
事
業
所
健
診
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
）

ク
ー
ポ
ン
券
に
つ
い
て

　

対
象
と
な
る
人
に
は
４
月
初
旬
に

ク
ー
ポ
ン
券
を
発
送
し
ま
し
た
。
過
去
に

発
行
し
た
ク
ー
ポ
ン
券
は
有
効
期
限
を

過
ぎ
て
い
る
た
め
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
妊
娠
中
の
女
性
が
風
し
ん
に
感
染
す
る
の

を
予
防
す
る
た
め
、
予
防
接
種
の
費
用
助
成

を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者　
南
房
総
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

接
種
日
に
20
歳
か
ら
50
歳
未
満
の
人
で
、
①

妊
娠
を
予
定･

希
望
し
て
い
る
女
性
、
②
妊
婦

の
夫
。
た
だ
し
、「
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が

あ
る
人
」「
風
し
ん
の
予
防
接
種
歴
が
あ
る
人
」

「
風
し
ん
第
５
期
の
予
防
接
種
対
象
者
」は
対

象
外
で
す
。

助
成
金
額　

　
Ｍ
Ｒ（
麻
し
ん･

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
）

　
　
５
，
０
０
０
円

　
風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン

　
　
３
，
０
０
０
円

助
成
方
法　

　
接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
市
が
予
診
票
を

発
行
し
ま
す
の
で
、
健
康
推
進
課
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い（
市
か
ら
送
付
さ
れ
た
予
診
票
を

使
用
し
て
医
療
機
関
で
実
施
し
な
か
っ
た
場
合

は
助
成
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
）。

　
助
成
は
１
人
１
回
の
み
で
す
。

助
成
の
期
間

　
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
６
年
３
月

31
日
ま
で
に
接
種
し
た
人

接
種
医
療
機
関

　

市
が
指
定
す
る
医
療
機
関（
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

注
意
事
項　

・�

妊
婦
へ
の
接
種
は
出
来
ま
せ
ん
。
女
性
が
接

種
を
受
け
る
時
は
妊
娠
し
て
い
な
い
こ
と
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

女
性
が
接
種
し
た
場
合
は
、
接
種
後
２
か

月
は
妊
娠
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。

※１：�上記対象者①の人には４月上旬に予診票を送付しました（接種を希望する人は健康推進課への申し込みは不要です）。
※２：�上記対象者②および③の人は健康推進課へ申し込みが必要です。③に該当する人は事前に「予防接種希望申込書（60

歳～ 65歳未満）」による申し込みが必要です。健康推進課、市民課、朝夷行政センターおよび各地域センターで申請
してください。
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　予防接種は、感染症の原因となるウイルスや細菌、または菌が作り出す毒素の力を弱めた「ワクチン」を
接種して、その病気に対する抵抗力を高めるための予防手段です。
　〔病気の流行を防ぐ〕予防接種を受けることで、病気にかかることを防ぐだけではなく、周囲の人への次
の感染を防ぎ、その病気が流行することを防ぐことにもつながります。

０歳で受けましょう

１歳になったら受けましょう

入学するまでに受けましょう

小学生で受けましょう

予防接種で病気を防ごう予防接種で病気を防ごう 令和５年度 令和５年度 
子どもの定期予防接種子どもの定期予防接種
 健康推進課　☎36－1154

ワクチンの種類 接種回数 標準的な接種間隔 定期接種の対象年齢

ロタウイルス
感染症

ロタリックス ２回 生後２か月になったら27日以上の間隔で２回
初回接種は出生１４週６日まで

出生６週０日後から出生
24週０日後までの間

ロタテック ３回 生後２か月になったら27日以上の間隔で３回
初回接種は出生14週６日まで

出生６週０日後から出生
32週０日後までの間

Ｂ型肝炎 ３回 生後２か月になったら27日以上の間隔で２回
３回目は１回目から139日（20週）以上あけて接種 １歳未満

ヒブ
（※１） ３回 初回：27日～56日の間隔で３回 生後２か月～

５歳未満
小児用肺炎球菌
（※１） ３回 初回：27日以上の間隔で３回 生後２か月～

５歳未満
四種混合（ジフテリア・百日
せき･破傷風･ポリオ）（※２） ３回 初回：20日～56日の間隔で３回 生後２か月～

７歳６か月未満
ＢＣＧ １回 ５か月～８か月未満 １歳未満

ワクチンの種類 接種回数 標準的な接種間隔 定期接種の対象年齢
麻しん風しん混合　１期 １回 １歳になったら早めに １歳～２歳未満
ヒブ
（※１） １回 追加：�初回３回目終了後、７～ 13か月

の間に１回 生後２か月～５歳未満

小児用肺炎球菌
（※１） １回 追加：�初回３回目終了後、60日以上か

つ１歳以上に１回 生後２か月～５歳未満

四種混合（ジフテリア･百日せ
き･破傷風・ポリオ） （※２） １回 追加：�初回３回目終了後、１年～１年

半の間に１回
生後２か月～
７歳６か月未満

水痘 ２回 初回：１歳～１歳３か月に１回
追加：�初回終了後、６か月～１年の間に１回 １歳～３歳未満

ワクチンの種類 接種回数 標準的な接種間隔 定期接種の対象年齢

日本脳炎　１期
（※３） ３回

初回：�３歳になったら６日～ 28日の
間隔で２回

追加：�初回２回目終了後、概ね１年
後に１回

生後６か月～
７歳６か月未満

麻しん風しん混合　２期 １回 ４月～６月に１回 小学校就学前１年間

ワクチンの種類 接種回数 標準的な接種間隔 定期接種の対象年齢
日本脳炎　２期 １回 ９歳 ９歳～ 13歳未満
二種混合（ジフテリア･破傷
風）２期 １回 小学６年生 11歳～ 13歳未満
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その他
ワクチンの種類 接種回数 標準的な接種間隔 定期接種の対象年齢

日本脳炎
特例対象者（※４）

１期：３回
２期：１回

〈１期〉
初回：６日～ 28日の間隔で２回
追加：初回２回目終了後、概ね１年後に

１回
〈２期〉
１期追加終了後、概ね５年後

20歳未満

ワクチンの種類 接種回数 標準的な接種間隔 定期接種の対象年齢

子宮頸がん予防ワクチン
（HPV） ３回

中学１年生の女子
〈サーバリックス（２価）〉
２回目：１回目の接種から１か月以上
３回目：１回目の接種から６か月以上
〈ガーダシル（４価）･シルガード９（９価）〉
（※６）
２回目：�１回目の接種から２か月以上　
３回目：�１回目の接種から６か月以上
９価HPVに関しては接種年齢により回数
が異なります

小学６年生～
高校１年生相当
の女子

キャッチアップ接種
平成９年４月２日～
平成19年4月１日
に生まれた女子
（※５）

【予防接種を受ける前に知っておいてほしいこと】
１　「予防接種対象年齢にあるか」「接種間隔は適切か」自分でも確認をしましょう。
２　予約をして、体調がよいときに接種しましょう。37度５分以上の熱があるときは受けられません。市

の予診票と母子健康手帳を持参しましょう（母子健康手帳の「予防接種の記録」は唯一の証明になるので
大切に保管しましょう）。

３　里帰りや療養などで市外の医療機関（千葉県内定期予防接種の相互乗り入れ事業以外）で予防接種を希
望する場合は、事前に健康推進課へ連絡してください。依頼書を医療機関へ送付します。

４　長期にわたる疾患で定期接種を受けられなかった場合、接種対象年齢を過ぎても定期接種が実施でき
るようになりました。詳しくは健康推進課まで問い合わせてください。

５　定期接種によって重篤な健康被害が生じた場合は、予防接種法に基づく補償を受けることができます。
また、任意接種による場合は、独立行政法人医薬品医療機器総合機構法により受けることができます。
詳しくは予防接種を受けた医師または健康推進課へ相談してください。

６　南房総市外に転出した場合、南房総市の予診票で接種できません。転出先の自治体に問い合わせてく
ださい。

〈令和５年度の日本脳炎対象者への個別通知〉
　・１期初回・追加：２歳11か月
　・２期：８歳11か月
　・特例対象者：高校３年生相当（平成17年４月２日生まれ～平成18年４月１日生まれ）

（※１）開始する月齢により接種回数は変わります。
（※２）�三種混合を接種している人で、４回接種していない人は、健康推進課まで連絡してください。三種混合が終了していて、

ポリオが終了していない人は早めにポリオを接種しましょう。
（※３）�希望があれば生後６か月から定期接種として受けることができます。３歳未満で接種を希望される場合は、必要な予診

票を送付しますので健康推進課まで連絡してください。
（※４）�平成17年度から平成21年度にかけて、積極的勧奨が差し控えられていましたが、その後、新たなワクチンが開発され、

接種を受ける機会を逃した人（平成７年４月２日から平成19年４月１日生まれ）を特例対象者として、20歳未満までは無料
で接種を受けられます。“全４回の接種”を途中までしか受けていない場合は、不足分の予防接種ができますので、希望者
は健康推進課まで連絡してください。

（※５）積極的勧奨の差し控えにより、接種機会を逃した人は、令和７年３月まで定期予防接種として実施できます。
	 予診票のない人は健康推進課へお申し込みください。
	 【キャッチアップ対象者】
	 �定期接種の期間を過ぎて自費でHPVワクチン（サーバリックス・ガーダシル）を接種した人は、令和７年３月まで償還払い

の制度が利用できます。詳しくは健康推進課までご連絡ください。
（※６）令和５年４月１日から「シルガード９（９価）」が定期接種として追加されます。詳しくは個別通知をご覧ください
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新型コロナワクチン接種に関するお知らせ新型コロナワクチン接種に関するお知らせ　（令和5年3月28日時点）　（令和5年3月28日時点）
　健康推進課予防係新型コロナワクチン担当

	 ☎２９－５８４２

　令和５年度の1年間は、予防接種法に基づく特例臨時接種として新型コロナワクチン接種の実施期間が
延長され実施されることになりました。
　令和5年度もすべての人に自己負担なしで新型コロナワクチンを接種いただけます。

　現在、12歳以上の人を対象に実施しているオミクロン株対応２価ワクチン接種（令和４年秋開始接種）は、
令和５年５月７日をもって終了します。接種を希望される場合は、早めの予約・接種をお願いします。

（注）令和５年５月８日以降の接種について
・�65歳以上の人や、重症化リスクの高い人、医療･介護従事者は、令和５年５月８日以降も、「令和５年春
開始接種」として接種が可能です。

・�「令和５年春開始接種」の対象とならない人（健常な12歳以上65歳未満の人）は、令和５年９月開始予定
の「令和５年秋開始接種」まで接種はできない見込みです。

令和5年度の新型コロナワクチン接種について

◆オミクロン株対応２価ワクチンを一度も接種していない人へ

■令和5年度における新型コロナワクチンの接種のイメージ

現行の特例臨時接種＝ 自己負担なし 特例臨時接種の延長＝ 自己負担なし

2023年度2022年度
５月８日～８月 ９月以降

12歳以上

5～11歳

6か月
　～4歳

３月８日開始

オミクロン株対応２価ワクチン

オミクロン株対応２価ワクチン

オミクロン株対応２価ワクチン

オミクロン株対応２価ワクチン

上記以外の人

従来型ワクチン

従来型ワクチン

令和４年
秋開始接種

令和５年春開始接種

初回接種
（1・2回目接種）
追加接種

（3回目接種）

初回接種（１～３回目接種）

追加接種

令和５年秋開始接種

初回接種（1・2回接種）を終了した
以下の人が対象
・高齢者（65歳以上）
・基礎疾患を有する人（12～64歳）
・医療従事者など

基礎疾患を有する人（5～11歳）は
さらに１回追加接種が可能

初回接種（1・2回接種）
を終了した
5歳以上のすべての人

使用するワクチンは
引き続き検討
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◆安房地域における令和５年春開始接種について

　南房総市を含む安房3市１町は、安房医師会と連携し新型コロナワクチンの接種体制を構築していま
す。
　新型コロナウイルス感染症の重症化予防を目的として、令和５年5月から８月にかけて実施する「令和
５年春開始接種」について、5月8日以降、ワクチン接種実施医療機関等の準備が整い次第開始できるよ
う、準備を進めています。
　具体的な接種開始時期や、接種券の送付時期などについては、詳細が決まり次第お知らせします。

◆小児（5～11歳）接種について

〇小児追加接種でオミクロン株対応２価ワクチンが使用できるようになりました
　令和5年４月１日から、３回目以降の追加接種は小児用オミクロン株対応２価ワクチンに切り替わり
ます。
　また、すでに従来株ワクチンで３回の接種を終了している場合は、追加でオミクロン株対応２価ワク
チンを接種することが可能です。接種可能な時期になりましたら、４回目の接種券を送付します。
〇初回（１・２回目）接種も継続して実施します
　従来株ワクチンを使用した初回（１・２回目）接種も、引き続き接種が可能です。オミクロン株対応2
価ワクチンを接種するには、適切な間隔（初回接種終了から３か月以上の経過することが必要）を空ける
必要がありますのでご留意ください。

◆乳幼児（生後６か月～４歳）接種について

　従来株ワクチンを使用した初回（１～３回目）接種について、令和５年４月１日以降も継続して実施す
ることとなりました。
　未使用の接種券を使用して、接種することができますので、希望がある場合は、ご予約のうえ、接
種するようお願いします。
　※生後６か月を迎える人には、順次、接種券を送付します。

◆南房総市へ転入された人へ
　～接種券の発行手続きが必要です～

　新型コロナワクチンの接種履歴は、接種した時点の住民票所在
地が所有しているため、ワクチン接種後に転入した場合、接種履
歴を確認することができず接種券の発行ができません。
　新型コロナワクチン接種を希望する場合は、これまでの接種履
歴がわかるもの（接種済証･接種証明書など）をご持参のうえ、接種
券発行の手続きをお願いします。
（窓口）� �市民課、朝夷行政センター、各地域センター、健康推進課（三芳保健福祉センター内）
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　市では南房総の海や川の水質汚濁を防ぐため、単独処理浄化槽
またはくみ取便所から合併処理浄化槽に付け替える人に設置費用の
一部を補助しています。単独処理浄化槽やくみ取便所をお使いの人
で、合併処理浄化槽への付け替えを予定している人は、ぜひご活用ください。
　令和５年度も、引き続きSDGsのかかげる目標の達成に貢献できるよう取り組みます。

●補助対象者　
　単独処理浄化槽またはくみ取便所から合併処理浄化槽へ転換する人（新築は対象外）
　※�市民税などの滞納がある人、別荘として利用する人、または補助金の交付決定通知を受ける前に
工事に着手した人などは、補助金の交付対象になりません。

●補助対象建物
　住宅（店舗などと併用する場合は、処理対象人員が10人以下のもの）

●補助金額　
　・設置に係る費用（上限）
　　5人槽：33万2千円
　　6～７人槽：41万4千円
　　8～10人槽：54万8千円
　・単独処理浄化槽の撤去費用：上限18万円
　・くみ取り便所の撤去費用：上限10万円
　・宅内配管工事費：上限30万円　
※�宅内配管工事費については、建替えや増築などの場合対象
外となることがあるためご相談ください。
　（例）�単独浄化槽から合併処理浄化槽5人槽への転換の場合
　　　（５人槽設置）+（転換にかかる撤去費）+（転換にかかる宅内配管工事）
　　　 332,000円 	＋　  　 180,000円	 ＋　　　    300,000円　　　

　　　＝最大 812,000円を補助します。
　ただし、予算がなくなり次第終了します。残り基数につきましては、市のホーム
ページで公開していますので、ご確認ください。
（URL：https://www.city.minamiboso.chiba.jp/0000012155.html）

●申請期限
　令和６年１月31日（水）
◎詳しくは、市のホームページをご覧ください。

168-1168-1 合併処理浄化槽の設置費用を補助合併処理浄化槽の設置費用を補助

合併処理浄化槽とは？
　し尿と生活排水（台所・風呂・洗濯などに使
用した水）をまとめて処理する浄化槽（下図参照）

浄化槽の水質検査（法定検査）の受検について
　浄化槽の使用者は、浄化槽の法定検査（定期検査）を受けることが法律（浄化槽法）で義務付けられ
ています。
　浄化槽の清掃や保守点検を定期的に行っていても、年１回の法定検査を受けていない場合があり
ます。法定検査を受けているか分からない場合は、清掃・保守点検業者にご確認ください。

南房総市
合併浄化槽設置整備
補助金ホームページ
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　太陽の光で電気を作るので、節電にもつながります。
　既設住宅への設置、HEMSまたは定置用リチウムイオン蓄電システムの設置が必要です。

◦停電時自立運転機能「あり」のものに限る　　補助額上限10万円
　�ＬＰガスなどから取り出した水素と空気中の酸素を反応させて、発電します。その際に発生する熱で
お湯を沸かします。

　集熱器で太陽の熱を集めて給湯や空調に利用します。集熱方式が「自然循環型」のものは対象外です。

　断熱性の低い窓から高断熱の窓へ改修することで、夏場の熱の流入や冬場の熱の流出を防ぎます。

◦住宅用太陽光発電設備およびV2H充放電設備を併設の場合　補助額上限15万円
◦住宅用太陽光発電設備のみ併設の場合　補助額上限10万円
　EVは車に搭載したバッテリーに貯めた電気でモーターを動かして走行し、
　走行時には排気ガスを全く出しません。

　家庭用電源から電気自動車（EV）に充電するだけでなく、電気自動車に蓄
えた電力を家庭用電源としても使用できる設備です。

　太陽光発電などにより発電した電力または夜間電力を蓄えて、必要に応じて
電気を活用できます。
　停電時や災害時にも電気が使用できるので非常時にとても役立ちます。
※太陽光発電設備が既に設置されているか、一緒に設置することが必要です。

※�太陽光発電設備と電気自動車などが設置されているか、一緒に設置する
ことが必要です。

※�昨年度の制度から一部補助メニューの変更があります。
　次の補助対象設備を、本人が居住する既存の戸建住宅に設置する場合、「住宅用設備等脱炭素化促進
事業補助金」を交付します。各設備とも設置前（工事着工前）の申請が必要です。
受付期間：令和５年４月３日（月）～令和６年１月１５日（月）　※予算がなくなり次第終了
※�次に掲載した内容は概要であり、ほかにも補助金交付の条件があります。詳細についてはホームペー
ジに掲載している要綱などをよくご確認ください。

◆住宅用太陽光発電設備　　補助額上限９万円　◆住宅用太陽光発電設備　　補助額上限９万円　

◆定置用リチウムイオン蓄電システム　　補助額上限７万円　◆定置用リチウムイオン蓄電システム　　補助額上限７万円　

◆家庭用燃料電池システム（エネファーム）◆家庭用燃料電池システム（エネファーム）

◆太陽熱利用システム　　補助額上限５万円　◆太陽熱利用システム　　補助額上限５万円　

◆窓の断熱改修　　補助率1/4上限８万円　◆窓の断熱改修　　補助率1/4上限８万円　

◆電気自動車（EV）およびプラグインハイブリッド車（PHV）◆電気自動車（EV）およびプラグインハイブリッド車（PHV）

◆V2H充放電設備　　補助率1/10上限25万円◆V2H充放電設備　　補助率1/10上限25万円

168-2168-2 住宅用省エネルギー設備などの設置費用を補助住宅用省エネルギー設備などの設置費用を補助
（住宅用設備等脱炭素化促進事業補助金）（住宅用設備等脱炭素化促進事業補助金）
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生涯活躍の
まちづくり

が
ん
ば
ん
べ
ー
や

が
ん
ば
ん
べ
ー
や

　
納
涼
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

行
事
の
中
止
が
続
き
ま
し
た
が
、
落
語
、
講

談
、
伝
統
話
芸
を
鑑
賞
。
い
き
い
き
百
歳
体

操
や
役
員
で
準
備
し
た
ク
ジ
引
き
、
茶
話
会

な
ど
で
久
々
に
集
ま
っ
た
会
員
同
士「
健
康
で

が
ん
ば
ん
べ
ー
や
」と
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

（
三
芳･

上
滝
田
寿
会
）

う
体
操
は
初
め
て
で
、
簡
単
な
動
作
で
も
結

構
な
負
荷
が
か
か
り
、「
単
純
な
動
き
な
の
に
、

ゆ
っ
く
り
や
る
と
大
変
」と
苦
戦
す
る
場
面

も
。
徐
々
に
慣
れ
て
く
る
と「
こ
れ
な
ら
で
き

そ
う
」と
コ
ツ
を
掴
ん
だ
様
子
で
し
た
。
こ
れ

か
ら
皆
で
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
和
田･

松
田
老
人
ク
ラ
ブ
）

日
々
の
積
み
重
ね
か
ら

日
々
の
積
み
重
ね
か
ら

　

今
年
度
は
、
市
の
支
援
制
度
を
活
用
し

「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」に
取
り
組
む
ク
ラ
ブ

が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
黒
潮
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
嶋
田
会
長
は
、「
い

つ
ま
で
も
楽
し
く
生
き
生
き
と
で
き
る
の
は
、

目
に
は
見
え
な
い『
健
康
』を
、
会
員
が
し
っ

か
り
と
積
み
重
ね
て
き
た
か
ら
で
す
」と
話
し

ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
に
は
、
シ
ニ
ア
世
代
の

生
き
生
き
と
し
た
姿
と
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が

あ
り
ま
し
た
。

　
活
動
に
興
味
の
あ
る
人
は
、
事
務
局
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
市
民
の
２
人
に
１
人
が
65
歳
以
上
と
言
わ

れ
る
時
代
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
生
き
生
き

と
、
や
り
が
い
を
も
っ
て
過
ご
し
た
い
も
の

で
す
。

　
黒
潮
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ（
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
）と
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
は
、「
健
康
」「
友

愛
」「
奉
仕
」を
合
言
葉
に
、
市
内
各
地
で

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
活
動

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

楽
し
み
も
学
び
も

楽
し
み
も
学
び
も

　
感
染
対
策
を
万
全
に
し
て
開
催
し
た
お
楽

し
み
会
。
三
龍
亭
千
公
師
匠
の
落
語
と
房
総

初
の
立
体
講
談
、
健
康
講
座
を
聞
き
好
評
で

し
た
。
会
員
も
踊
り
を
披
露
し
、「
な
の
は
な

シ
ニ
ア
音
頭
」を
有
志
で
踊
り
ま
し
た
。（
富
浦

支
部
）

世
代
を
超
え
た
交
流

世
代
を
超
え
た
交
流

　
富
山
小
５
年
生
と
の
ペ
タ
ン
ク
交
流
、
一

投
ご
と
に
目
は
輝
き
、
ふ
れ
合
う
感
触
の
感

動
と
老
若
を
越
え
た
歓
声
。
終
わ
り
際
、「
来

年
も
ま
た
」の
声
で
、
思
わ
ず
感
涙
ポ
ト
リ
の

交
流
会
で
し
た
。（
富
山
支
部
）

い
く
つ
に
な
っ
て
も
生
き
生
き
と

い
く
つ
に
な
っ
て
も
生
き
生
き
と

老
人
ク
ラ
ブ
の
取
り
組
み

老
人
ク
ラ
ブ
の
取
り
組
み

健
康
と
笑
い
と

健
康
と
笑
い
と

　
市
職
員
の
指
導
の
も
と
行
っ
た
い
き
い
き

百
歳
体
操
で
は
、
皆
一
生
懸
命
に
体
を
動
か

し
、
駐
在
さ
ん
か
ら
は
詐
欺
防
止
の
話
を
聞

き
ま
し
た
。
そ
の
後
は
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
で

ト
ー
ク
に
笑
い
、
あ
っ
と
い
う
間
の
２
時
間

と
な
り
ま
し
た
。（
白
浜･

島
崎
長
寿
会
）

軽
ス
ポ
ー
ツ
で
楽
し
く

軽
ス
ポ
ー
ツ
で
楽
し
く

　

モ
ル
ッ
ク
の
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
で
は
歓
声
や
笑
い
声
が
多
く
盛
り
上

が
り
、
参
加
者
か
ら
は
頭
も
体
も
使
い
楽
し

い
と
の
声
が
聞
か
れ
る
な
ど
、
意
義
あ
る
講

習
会
と
な
り
ま
し
た
。（
千
倉
支
部
）

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
毎
週
、
90
代
半
ば
の
人
ま
で
元
気
で
楽
し

く
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
休
憩
時
間
は
情
報

交
換
の
場
と
し
て
話
に
花
が
咲
い
て
い
ま
す
。

大
会
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
広
い
地
域
の

プ
レ
イ
ヤ
ー
と
も
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

（
丸
山･

加
茂
あ
じ
さ
い
ク
ラ
ブ
）

い
き
い
き
百
歳
体
操

い
き
い
き
百
歳
体
操

　
手
首
や
足
首
に
軽
い
お
も
り
を
つ
け
て
行

世代間交流を大切に集まると自然と笑顔に

　
市
老
連
事
務
局（
市
社
協
）

	

☎
29 

― 

３
７
２
９

一緒だと続けられる
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堆肥利用促進費補助金

　
木質バイオマス燃料費補助金

補助制度をご紹介地域資源再生課から 　地域資源再生課
	 ☎３３－１０７３

市内産農林水産物の利用促進を図るため、２つ
の補助事業を行います。
≪商品開発補助≫	 要ＭＢＣ会員資格
　市内産農林水産物を原材料に、農林漁業者
と加工や販売を行う事業者とが連携して商品開
発を行う事業について、事業費20万円以上の
場合に定額20万円を助成します。
≪生産確立（契約栽培）補助≫　　
	 要ＭＢＣ会員資格
　認定農業者（認定就農者）が加工や販売を行
う事業者（農業協同組合、農産物等直売所運営
団体は除きます）と１年間以上の農産物の売買
契約を締結し、その農産物の栽培を行う事業に
ついて、次の額を助成します。
（1） 既存栽培面積の増加（10アール当たり）
　→ 補助対象経費の３分の１の額（施設栽培：
　　 上限13万円、露地栽培：上限４万円）
（2） 新規栽培面積の増加（10アール当たり）
　→ 補助対象経費の２分の１の額（施設栽培：
　　 上限20万円、露地栽培：上限６万円）

環境保全型農業への移行を促進するため、市内の
堆肥生産者からの堆肥購入費などを助成します。
■ 補助対象経費Ａ・補助額Ｂ
（1） バラ売り堆肥
　Ａ 堆肥購入費、運搬委託費、散布委託費
　Ｂ 補助対象経費の３分の１の額
　　　（上限１トン当たり４千円）
（2） 袋売り堆肥
　Ａ 堆肥購入費
　Ｂ 補助対象経費の２分の１の額
　　（上限１袋当たり３００円）
■ 対象者（①および②の両方を満たす人）
①�市民または市内の農地所有者が耕作する農地
で使用するため市内堆肥生産者の堆肥を購入
する人
②�堆肥を購入する日以前４箇月以内に、堆肥を
散布する農地（地番ごと）の土壌診断を実施
し、診断結果の通知を受領している人

化石燃料の使用を抑制し、間伐材などの地域材
を利用した薪などを燃料として使用拡大を図る
ため、薪などの購入費を助成します。
■ �補助額　薪など１立方メートルにつき５千
円（５千円に満たない場合は実費相当額）

■ �対象者　自ら燃料として使用するため、市
内の薪などの販売者から立法メートル単位
で薪などを購入した市民、法人、団体

施設園芸農家の経営基盤の安定化と森林資源
の効率的なエネルギー利用を図るため、施設園
芸で使用する木質バイオマス暖房機（薪ストー
ブ）などの購入費や設置費などを助成します。
■ 補助額　補助対象経費の10分の８の額
　　　　　　（上限80万円）
■ 対象者　市内で施設園芸を行う市内事業者

農林水産物利用促進事業補助金 施設園芸木質バイオマス
暖房機等設置費等補助金

   

化石燃料の使用を抑制し、薪（まき）などの地域
の森林資源の効率的利用を進め、災害時に暖を
取る器具としての活用を図るため、住宅などで
使用する木質バイオマス暖房機（薪ストーブ）な
どの購入費や設置費を助成します。
■ 補助額　補助対象経費の２分の１の額
　　　　　　（上限２０万円）
■ �住宅等　住宅（集合住宅を除く）、店舗、作
業場、事務所、事業用施設、コミュニティ
集会施設

■ �対象者　暖房機などを設置する建物が市内
にあり、その建物の市内所有者などまたは
コミュニティ集会施設の管理者

住宅等木質バイオマス
暖房機等設置費等補助金

有料広告
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　５月、６月は梅雨前線の影響で大雨になることが予想されます。大雨になる前に自分で出来る
ことをやっておきましょう。
１　屋外で出来る対策
　雨どいは、継ぎ目のはずれや塗装の剥がれ、腐食が無いか確認。
　側溝は、詰まりの原因になるゴミや土砂を取り除き、排水を良くする。
　屋根は、瓦のひび、割れ、ずれ、トタンのめくれ、剥がれがないかを確認。
　外壁は、モルタルの壁に亀裂が無いか、板壁に腐りや浮きが無いか確認。
　窓ガラスや雨戸は、がたつきやゆるみが無いか確認する。
２　屋内で出来る対策
　気象情報などをテレビ・ラジオで聞き、常に情報収集を心がける。
　停電に備え、懐中電灯や携帯ラジオを準備する。
　浸水の恐れがあるところは、生活用品を２階などの高い場所へ移動させる。
　避難の際に使う非常持出品を事前に確認しておく。
　断水などに備えて、飲料水の確保と浴槽に水を張るなどの生活用水を確保する。

防災ワンポイント

梅雨に入る前に準備しておきたいこと

た
。

　
ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
大
規
模
地
震（
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
8
～
9
相
当
）が
今
後
30
年
以
内
に

70
％
～
80
％
の
確
立
で
起
き
る
と
言
わ
れ
て
ま
す
。

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
被
害
を
最
低
限

に
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ

る
防
災
活
動
が
不
可
欠
で
す
。

自
主
防
災
組
織
へ
の
支
援

　
市
で
は
自
主
防
災
組
織
の
活
動
対
し
て
補
助
金

を
交
付
し
、「
共
助
」の
防
災
力
向
上
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

【
自
主
防
災
組
織
補
助
金
の
概
要
】

　
対
象
者

　
「
平
常
時
」お
よ
び「
災
害
時
」に
お
け
る
活
動
を

規
約
な
ど
に
よ
り
明
確
に
示
し
て
い
る
自
主
防
災

組
織

　
補
助
対
象
経
費

・�

備
品
購
入
費（
発
電
機
、
投
光
器
、
非
常
食
、

毛
布
な
ど
）

・�

地
区
で
開
設
す
る
避
難
場
所
な
ど
の
整
備
費
用

※�

地
区
で
開
設
す
る
一
時
避
難
場
所
に
限
り
ま

す
。

　

�（
ト
イ
レ
洋
式
化
改
修
工
事
、
避
難
路
の
整
備

工
事
な
ど
）

・�

補
助
金
額

　
対
象
経
費
の
2
分
の
1（
上
限
20
万
円
）

大
切
な
の
は
地
域
と
個
人
の
防
災
力
向
上

　
災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
大

切
な
の
は
日
頃
か
ら
近
隣
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
れ
る
場
、
そ
し
て
実
際
に
訓
練
を
積

む
こ
と
で
す
。
実
際
に
訓
練
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
組
織
と
し
て
の
防
災
力
と
個
人
と
し
て
の
防

災
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
消
防
防
災
課　
☎
33 

― 

１
０
５
２

　

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は「
自
助
」と「
共

助
」が
大
切
で
す
。

　
大
き
な
災
害
が
起
き
た
と
き
に
は
、
交
通
網
の

寸
断
、
通
信
手
段
の
混
乱
、
同
時
に
多
発
す
る
火

災
な
ど
の
影
響
で
、
国
や
自
治
体
、
消
防
や
警
察

な
ど
に
よ
る「
公
助
」が
す
ぐ
に
行
き
届
か
な
い
と

い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。
災
害
時
の
一
刻
も
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
で
は
、
自
分
た
ち
で
自
分
の
身

を
守
り
、
近
隣
の
人
た
ち
と
協
力
し
て
被
害
に

あ
っ
た
人
た
ち
を
救
助
、
救
援
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
つ
ま
り「
共
助
」が
機
能
し
て
い
る
地
域
が「
災
害

に
強
い
ま
ち
」だ
と
言
え
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
と
は

　
地
域
住
民
が
協
力
し
て
防
災
活
動
を
行
う
組
織

の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
平
常
時
は
、
防
災
知
識
の

普
及
啓
発
、
防
災
訓
練
や
防
災
資
機
材
の
整
備
と

い
っ
た
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。
災
害
時
に
は
、

初
期
消
火
、
住
民
の
避
難
誘
導
、
情
報
の
集
中･

伝
達
な
ど
を
行
い
ま
す
。

な
ぜ
自
主
防
災
組
織
が
必
要
か

　
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
消
火
、
救

急
、
救
助
な
ど
の
要
請
が
殺
到
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
、
防
災
関
係
機
関
の
対
応
に
は
限
界
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
自
ら

の
手
に
よ
る
初
期
消
火
活
動
や
被
災
者
の
救
出
救

護
、
避
難
誘
導
な
ど
自
主
的
な
防
災
活
動
が
必
要

と
な
っ
て
き
ま
す
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
い

て
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
合
っ
て
初
期
消

火
を
行
い
、
延
焼
を
防
止
し
た
事
例
や
、
倒
壊
し

た
家
屋
の
下
敷
き
と
な
っ
た
多
く
の
人
命
を
救
っ

た
事
例
な
ど
が
あ
り
、
地
域
に
お
け
る
自
主
的
な

防
災
活
動
の
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
ま
し

地
域
ぐ
る
み
で
防
災
対
策
を

地
域
ぐ
る
み
で
防
災
対
策
を



172023年 4月号

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
と
は

　
「
人
生
の
最
期
を
、
誰
と
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ

う
に
迎
え
る
の
か
。」

　
高
齢
社
会
を
迎
え
、
自
分
の
将
来
を
心
配
す

る
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。「
自
分
の
望
む
医
療
、
介
護
を
受
け
た
い
。」

「
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
大
切
な
人
た
ち
に
自

分
の
言
葉
を
伝
え
た
い
。」そ
ん
な
想
い
を
よ
く

伺
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
想
い
に
対
応
し
、

ま
た
終
活
へ
の
意
識
の
高
ま
り
を
受
け
、
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
に
は
、「
最
後
を
ど
う
迎
え
た

い
か
」と
い
う
希
望
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
歩

ん
で
き
た
人
生
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
の
人

生
を
よ
り
充
実
し
た
も
の
に
す
る
た
め
に
、
自

身
の
想
い
を
記
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

家
族
や
大
切
な
人
た
ち
へ
向
け
て
、
も
し
も
の

時
の
こ
と
、
亡
く
な
っ
た
後
の
こ
と
、
財
産
の

こ
と
な
ど
を
書
き
留
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
ご
家
族
に
と
っ
て
は
、
予
期
せ
ぬ
病
気
な
ど

で
本
人
の
希
望
を
聴
く
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
、

本
人
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、
家
族
が
本
人
に

代
わ
り
意
思
決
定
す
る
こ
と
の
負
担
を
和
ら
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

南
房
総
市

南
房
総
市

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
作
成

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
作
成

『
こ
れ
ま
で
の
自
分
と
こ
れ
か
ら
の
自
分
へ
』

水
稲
空
中
防
除
申
込
受
付
中

水
稲
空
中
防
除
申
込
受
付
中

　
市
植
物
防
疫
協
会
で
は
水
稲
空
中
防
除
の
申

し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
込
方
法

　
「
令
和
５
年
度
水
稲
空
中
防
除
実
施
申
込
書
」

を
農
林
水
産
課
ま
た
は
各
地
域
セ
ン
タ
ー
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

申
込
書
は
昨
年
度
申
込
者
に
郵
送
し
ま
す
。

　
な
お
、
書
い
た
内
容
は
、
い
つ
で
も
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
、
遺
言
書
の
よ
う
な
法
的
な
効

力
は
あ
り
ま
せ
ん
。

配
付
場
所

・
高
齢
者
支
援
課（
三
芳
分
庁
）

・
市
民
課（
市
役
所
本
庁
）

・�

朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
各
地
域
セ
ン
タ
ー

・
南
房
総
市
高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー

・
南
房
総
市
社
会
福
祉
協
議
会

配
付
期
間

　
４
月
１
日
～（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

　
高
齢
者
支
援
課

　
　
☎
36 

― 

１
１
５
２

有料広告 有料広告

昨
年
申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
人
に
つ
い
て

は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
４
月
21
日
ま
で

　
市
植
物
防
疫
協
会（
農
林
水
産
課
内
）　

	

☎
33 

― 

１
０
７
１

　
（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
の
社

会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
宝
く
じ
の
受
託
事

業
収
入
を
財
源
と
し
て
実
施
し
て
い
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り
、
南
千
倉
区（
千
倉

地
区
）の
山
車
を
改
修
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
修
に
よ
り
地
域
の
夏
祭
り
の
継
続

･

発
展
に
寄
与
し
、
今
後
も
祭
礼
を
核
と
し
た

地
域
の
文
化
や
愛
着
心
、
き
ず
な
を
後
世
に
伝

え
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

南
千
倉
区
の
山
車
を
改
修



18 2023年 4月号

　子供のころ、よく両親と一緒に母の故郷であるマレーシアへ「帰省」したにもかかわらず、私にとって「帰省」
は、中国やインド、日本のような面積が大きい国でしか行われないことでした。
　マレーシアにある母の実家に、橋一本を渡れば、すぐ到着できると何年も勘違いしていました。実際は、橋
を渡るとすぐに、私は爆睡してしまい、父が高速道路で6時間も運転していたことに全然気づきませんでした。
マレーシアに住んだ記憶が浅い私にとって、国境を越えれば、旅行だと思いました。しかし、母は年に一回ぐ
らいしか家族とは会えず、その気持ちはきっと、遊び心で行った私の気持ちと全然違うでしょう。
　ゴールデンウイークを機に帰省する方も旅行する方も多くいるでしょう。少々早いと思いますが、無理をせ
ず、気をつけていってらっしゃい。南房総に帰省してきた方には、お帰りなさい。何にしても、よいゴールデ
ンウイークをお過ごしください！

　Although my family often went back to my mother's hometown in Malaysia, the practice of “returning 
to one's hometown” was a concept that, to me, only occurred in large countries such as China, India, and 
Japan.
　For many years, I mistakenly thought that my mother's hometown in Malaysia was just a short journey 
away after crossing the causeway. In fact, I always fell dead to the world once we crossed the causeway, 
and never noticed that my father drove six long hours on the expressway to get us there. For me, who 
only had vague memories of my life in Malaysia, crossing the borders meant a holiday. To my mother, 
who could only see her family once a year, returning home must have been very different.
　This Golden Week, I'm sure that many will take the chance to return home or go on a holiday. While 
it is a little early, please be careful and I wish you bon voyage. For those who are returning home to 
Minamiboso, welcome home. Regardless of what you will be doing, have a great Golden Week!

帰省

28チーさな島国より…チーさな島国より… 南房総市国際交流員
文・訳　チー・エンジャ

Going home

　
健
田
村
瀬
戸
の
渡
辺
五
右
衛
門
の
家
に
、「
い
勢
」と
い
う
女
子
が
お
り

ま
し
た
。

　
い
勢
は
二
十
歳
の
時
、
豊
田
村
沓
見
の
百
姓 

吉
野
九
左
衛
門
に
嫁
ぎ

ま
し
た
が
、
そ
の
頃
は
凶
年
が
続
い
た
た
め
、
生
計
に
窮
し
た
九
左
衛

門
も
、
江
戸
に
出
て
、
武
家
屋
敷
に
奉
公
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
い
勢
は
家
を
守
る
た
め
、
漢
方
薬
や
食
用
に
な
る
粉
の
採
れ
る
葛く
ず

の

根
を
掘
り
、
僅
か
で
は
あ
る
が
、
生
計
を
支
え
、
舅
し
ゅ
う
と・
姑
し
ゅ
う
と
めに
孝こ
う
よ
う養
を
尽

く
し
ま
し
た
。

　
或
る
日
、
姑
が
、
い
勢
に
向
か
い
、「
日
頃
先
祖
の
墓
に
詣も
う

で
よ
う
と

思
う
が
、
路
が
遠
く
、
足
が
不
自
由
な
の
で
、
ど
う
し
た
ら
良
い
だ
ろ

う
か
。」と
言
い
ま
す
と
、
い
せ
は「
い
と
易
い
こ
と
で
す
よ
。」と
言
い
、

姑
を
背
負
い
、
墓
参
り
し
て
姑
の
本
意
を
遂
げ
さ
せ
た
の
で
す
。

　
こ
の
一
事
を
み
て
も
、
い
勢
の
孝
養
の
程
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
の
後
、

夫
が
病
に
罹か
か
り
、
二
十
一
年
間
も
病
床
に

あ
り
ま
し
た
が
、
心
を
尽
く
し
看
護
、
且

つ
生
計
を
立
つ
る
事
、
終
始
一
日
の
如
し

で
し
た
。

　
安
政
二（
一
八
五
五
）
年
、
領
主

松ま
つ
だ
い
ら
ひ
ご
の
か
み



平
肥
後
守
か
ら
、
孝
養
の
善
行
賞
と
し

て
米
五
俵
を
賜
り
ま
し
た
。

「孝女吉野い勢
せ
」

第 203話
生
いくいな
稲謹
きん
爾
じ
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　国民健康保険または後期高齢者医療制度に加入し
ている給与所得者の人が、新型コロナウイルス感染
症に感染、または感染が疑われるため、仕事を休み、
その間の給与が受けられない場合に、申請により傷
病手当金を支給します。（濃厚接触者として休んでい
る場合など、本人に感染の診断や症状がない場合は
対象外）
支給対象となる日数
　勤務できなくなった日から起算して３日を経過した
日から、働くことができない期間のうち、就労を予定
していた日
支給対象期間　
　令和２年１月１日から令和５年５月７日までの間に
新型コロナウイルス感染症に感染し、療養のため労
務に服することができない期間
支給額／１日当たりの支給額（※）×日数
　※�直近の継続した３か月間の給与収入の合計額を
就労日数で除した金額の３分の２の金額

申請方法
　申請には、被保険者記入用の申請書のほか、事業
主などに記入いただく申請書が必要になります。
　詳しくは問い合わせ先へご連絡ください。
　保険年金課　☎３３－１０６０

　図書館では、こどもの読書週間期間中に次のとお
り行事を開催します。たくさんのご来館をお待ちし
ています。
と　き／４月30日（日）９：00～15：00
ところ／市図書館資料室･テラス
内　容　
１　つくってあそぼう（定員20人）
　ペットボトルでおばけをつくってあそぶ
　持ち物／空の500㎖ペットボトル・はさみ
　対　象／５歳児以上
２　絵本の読み聞かせ・おはなし・絵本の紹介
　第１部　小学２年生以下
　第２部　小学３年生以上
３　図書館探検ツアー・クイズ
　（定員20人）
　職員と一緒に館内めぐり
　（書架・書庫など）
　対　象／５歳児以上
４　人形劇上演
　その他
　・�テラスで、ティータイム！コーヒー・ジュースの
セルフサービスや、絵本・児童本の古本市を同
時開催します。

　参加費／いずれも無料
　申込み／１･３は予約制。２･4は当日自由参加OK
　図書館窓口、または電話にて受付します。先着順
とさせていただきますので、定員に達しましたら締
め切りとさせていただきます。
　申込期間／４月18日（火）～４月28日（金）

　 　市図書館　☎４０－１１２０

マイナンバーカードに関する業務を
一時停止
　公的個人認証システムの更改作業実施に伴い、次
の期間において、マイナンバーカードに関する業務
が実施できません。ご不便をおかけしますが、ご理
解とご協力をお願いします。
停止期間／５月１日（月）、２日（火）
停止する業務
　マイナンバーカードに関するすべての業務
　市民課　☎３３－１０５１

国民健康保険・後期高齢者医療における
傷病手当金について

「子ども読書の日　本とあそぼう」
を開催

掲
示
板

有料広告有料広告
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広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
４
月
号

令
和
５
年
４
月
13
日
発
行

発
行　
南
房
総
市　
〒
２
９
９
│
２
４
９
２

　
　
　
千
葉
県
南
房
総
市
富
浦
町
青
木
28
番
地

編
集　
秘
書
広
報
課　
　
　
０
４
７
０ 

│ 

33 

│ 

１
０
０
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
FAX　
０
４
７
０ 

│ 

20 

│ 

４
５
９
１

※�

広
告
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
広
告
主

へ
お
願
い
し
ま
す
。

有
料
広
告

～南房総市内の文化財を紹介します～　～南房総市内の文化財を紹介します～　 　教育委員会生涯学習課 ☎教育委員会生涯学習課 ☎46－296346－2963
○○8080

シリーズシリーズ

富津・館山・南房総・鋸南富津・館山・南房総・鋸南
求む！ 土地・建物 売り物件求む！ 土地・建物 売り物件！！

　
・�常時公開（やぐらの内部には入れません）
・�トイレなし／駐車場あり

公
開

・マナーを守って楽しく見学しましょう。
・�見学する時は、所有者・管理者の指示に必ず従ってください。

市指定有形文化財（建造物）市指定有形文化財（建造物）

所在地／珠
しゅしがやつ 

師ケ谷526-1（丸山地区）

所有者／善
ぜんしょうじ

性寺（天台宗）

 宝 篋 印 塔
ほうきょういんとう

丸氏の墓と伝わる南北朝時代の石塔

　古代から中世にかけて、丸山地区一帯は、丸氏という豪族が支配
していました。
　現在、善性寺境内となっている場所には、「咒

しゅしがやつどの

師谷殿」と称された

丸氏分家の屋敷があったと伝えられており、境内裏手の斜面に掘ら
れている複数のやぐら（横穴型の中世の墳墓）は、この咒師谷殿の
一族の墓と伝えられています。
　このうち、西側から3番目のやぐらの内部中央には、総高162㎝（台
石を合わせると180㎝以上）の大きな石塔が建てられています。
　これは、鎌倉時代以降に普及した、「宝篋印塔」という仏

ぶっとう

塔の一種で、使われている石材は伊豆地方産の

安
あんざんがん

山岩とみられます。塔

とうしん

心（塔の中心部）には、方形の枠取りの中に梵

ぼんじ 

字が刻まれており、台座などには、蓮

れんべん

弁

（ハスの花びら）が立体的に彫り込まれています。造立された年月などは記されていませんが、各部の特徴から、
南北朝時代前半にあたる14世紀中頃の製作とみられます。
　やぐらの内部にあるため、極めて保存状態が良好であり、南北朝時代に造立された当時の姿が、ほぼ完全な状
態で残されている宝篋印塔です。

宝篋印塔


